




本年度は第 2年目の研究であるが,具体的に研究を開始し,目下本格的な調査が進行中であ

る。したがって,すでに結果のまとまった予備的調査の結果を主として報告する。 

(1)異常行動調査用紙および小児科医へのアンケート調査用紙の作製異常行動調査用紙は

Rutter らの Child Scale を用いることにした。しかし,子どものいる場を中心に次の 3 種

類のものを作製した。 

①施設用,②両親用,③学校用である。 

施設は虚弱児施設,国立療養所内慢性疾患児病棟の子どもを対象とするもので,施設の職員

がチェックし,主治医が総合的判断を下すものにした。両親用は病院の外来あるいは比較的

短期の入院の場合に用い,いづれも両親がチニックし,主治医が総合的判断を下すものにし

た。 

学校用は主として病弱・虚弱養護学校の子どもを対象とし,担任教師がチェックし,担任教

師が総合的判断を下すものとした。 


